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３ 　 狛江市の将来都市像

と も に創る　 文化育むまち

～水と 緑の狛江～

こ れまで狛江市の将来都市像と し て掲げてきた「 私たちがつく る水と 緑のまち」に込めら れ

た想いを 引き 継ぎ、 更に成長・ 充実さ せていく と いう 想いを 込めて、 将来都市像を「 と も に

創る　 文化育むまち　 ～水と 緑の狛江～」と し 、 市民、 議会及び行政が一体と なっ てその実

現を目指し ます。

「 と も に創る」には、 まちづく り の主体である市民を始め、 地域を支える様々な主体がお互

いに連携・ 協働し 、 支え合う こ と で、 市民参加と 市民協働によるまちづく り をより 一層進め、

安心し て笑顔で住み続けら れるまちをと も に創っ ていく と いう 想いが込めら れています。

「 文化育むまち」には、 都心に近いながら も 豊かである「 水と 緑」を大切にする想いや、 コ ン

パク ト さ を活かし た市民同士のつながり や絆等、 狛江で育まれ、 受け継がれてき た「 狛江ら

し い」、「 狛江なら では」の文化をより 一層育み、 次世代に引き 継いでいく こ と で、 愛着や誇り

を持てる魅力あるまちを目指し ていく と いう 想いが込めら れています。

「 水と 緑の狛江」には、 多摩川や野川、 狛江弁財天池特別緑地保全地区に代表さ れる狛江の

貴重な財産である自然環境を大切に守り 、 それら を暮ら し の中に活かすこ と で、 潤いや安ら

ぎを与えてく れる自然環境と 、 いつまでも 住み続けたいと 感じ る良好な住環境、 農商工業を

通じ た活気やにぎわいが共存し ている まち づく り を 進めていく と いう 想いが込めら れてい

ます。

また、 昭和50（ 1975）年に策定さ れた基本構想から 40年以上に渡り 、 脈々と 受け継がれて

いる「 水と 緑」への想いを大切にし 、 引き継ぐ と と も に、 更に成長・ 充実さ せていきます。
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第２ 章　 第４ 次基本構想

４ 　 まちづく り の視点

将来都市像である「 と も に創る　 文化育むまち　 ～水と 緑の狛江～」を実現するための土台

と なり 、 各分野のまちづく り に共通する重要な視点と し て、 ２ つの「 まちづく り の視点」を定

めます。

お互いを認め支え合い、 と も に創る

人々のラ イ フ スタ イ ルや価値観が多様化し 、 暮ら し 方や働き方等が大きく 変化し つつあり

ます。

こ のよう な時代に、 多様化する市民ニーズや行政課題、 社会環境の変化による新たな行政

需要等に柔軟に対応できるまちを創っ ていく ためには、 まちづく り の主体である市民一人ひ

と り が自ら の責任と 役割を 自覚し 、 積極的にまち づく り に参加する こ と が不可欠な要素と

なっ ています。

また、 市民を始め、 地域を支える全ての個人や団体、 事業者、 関係機関、 行政がお互いに

連携・ 協働すると と も に、 様々な主体がそれぞれの能力を十分に発揮するこ と で、 安心し て

住み続けら れる、 持続可能な狛江ら し いまちをと も に創っ ていく こ と が大切です。

狛江市では、 防災・ 防犯、 福祉、 環境等の様々な分野において、 市民や団体等が地域で活

発に活動し ています。 今後も 、 様々な主体と 行政がそれぞれの役割を担う 中で、 市民参加と

市民協働によるまちづく り をより 一層進めていく こ と が必要です。

さ ら に、 それぞれの個性と 能力が十分に発揮でき るよう に、 市民一人ひと り が思いやり を

大切にし 、 差別や偏見のない心を持ち、 お互いを認め支え合いながら まちづく り を進めてい

く こ と も 大切です。

こ のこ と から 、 各分野のまちづく り について、「 お互いを認め支え合い、 と も に創る」の視

点を核と し て実施し ていき ます。
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第２ 章　 第４ 次基本構想

５ 　 分野別のまちの姿

将来都市像である「 と も に創る　 文化育むまち　 ～水と 緑の狛江～」を実現するため、 ８ つ

の「 分野別のまちの姿」を定め、 各分野のまちづく り を進めていき ます。

なお、 各分野のまちづく り に共通する重要な視点である２ つの「 まちづく り の視点」を核と

し て実施し ていきます。
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まちづく り の視点

お互いを認め

支え合い、

と も に創る

狛江ら し さ

を活かす

１ 　 人権が尊重さ れ、 市民が主役と なるまち

　 　【 人権・ 平和、 参加・ 協働】

２ 　 安心し て暮ら せる 安全なまち

　 　【 防災・ 防犯】

３ 　 活気にあふれ、 にぎわいのある まち

　 　【 地域振興】

４ 　 子ども がのびのびと 育つまち

　 　【 子育て、 学校教育】

５ 　 いつまでも 健やかに暮ら せるまち

　 　【 保健・ 福祉】

６ 　 生涯を 通じ て学び、歴史が身近に感じ ら れる まち

　 　【 社会教育、 芸術文化、 歴史】

７ 　 自然を 大切にし 、 快適に暮ら せるまち

　 　【 自然環境、 都市基盤】

８ 　 持続可能な自治体経営

　 　【 行財政運営】
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第３ 章　 前期基本計画

地域で安心し て住み続けるためには、 お互いを理解し 、 認め合い、 共に支え合う 、 人権

を尊重する気持ちが地域全体に広がるこ と が大切です。

そのため、 年齢や性別、 障がいの有無や異なる 文化・ 価値観等を 認め合う「 男女共同

参画社会」や「 多文化共生社会」と いっ た、 多様な主体がお互いを 尊重し 合う 気持ち を 醸

成し 、 浸透さ せる こ と で、 誰も が平和に暮ら すこ と ができ る「 人権が尊重さ れる まち 」を

目指し ます。

また、 市民が主体と なっ たまちづく り を進めていく ためには、 市民一人ひと り の自治意

識や地域の連帯感を高めていく こ と が大切です。

そのため、 多く の市民や団体等が積極的にまちづく り に参加でき る様々な機会を設ける

と と も に、 必要な情報発信を 行い、 多様な主体が活発に活動するこ と ができ る「 市民が主

役と なるまち」を 目指し ます。 また、 地域に潜在し ている市民活動に関心のある方や様々

なスキルやつながり を 持っ た方を掘り 起こ し 、 協働の裾野を広げていく 仕組みづく り を推

進し ていき ます。

１ 　 人権が尊重さ れ、 市民が主役と なるまち

２ 　 安心し て暮ら せる安全なまち

３ 　 活気にあふれ、 にぎわいのあるまち

４ 　 子ども がのびのびと 育つまち

５ 　 いつまでも 健やかに暮ら せるまち

６ 　 生涯を通じ て学び、 歴史が身近に感じ ら れるまち

７ 　 自然を大切にし 、 快適に暮ら せるまち

８ 　 持続可能な自治体経営

まちの姿１ 人権が尊重さ れ、 市民が主役と なるまち

３ 　 各論
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第３ 章　 前期基本計画

施策１ －②　 市民参加・ 市民協働の推進

■ 目指す姿

■ 施策体系

■ 施策指標

多く の市民が市政に興味を持ち、 まちづく り に主体的に参加するこ と で、 狛江に愛着を

持っ て暮ら し ています。 また、 市民や団体等と 行政による適切な役割分担のも と 、 協働し

てまちづく り を進めています。

施策１ －②　 市民参加・ 市民協働

の推進

方向性１ ま ち づ く り に 参加し や
すい仕組みづく り

方向性２ 協働の裾野の拡大

方向性３ 市民活動支援セ ン タ ー
（ こ ま えく ぼ1234）を 中
心と し た 市民活動の活
性化

１ 　 人権が尊重さ れ、

　 　 市民が主役と なるまち

指標名 指標の説明
現状値

（ 平成30（ 2018）年度）
目標値

（ 令和６（ 2024）年度）

１
市民協働事業件数

（ 件）

市民協働事業の実

施件数
306 330

２
新規団体立上げ数

（ 団体）

市民活動支援セン

タ ーの相談・ 支援

によ り 新規に立ち

上 が っ た 団 体 数

（ 累計）

12 40
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３ 　 各論

■ 施策の現状と 課題

◦ 行政活動の企画立案から 実施・ 評価に至るまで、 市民が様々な形でまちづく り に参加する

「 市民参加」と 、市民公益活動を行う 団体と 行政が、行政活動に共同し て取り 組む「 市民協働」

について、 平成15（ 2003）年に「 狛江市の市民参加と 市民協働の推進に関する基本条例」を

制定し 、 市のまちづく り の基本と し ています。

◦ 今後、 ますます多様化・ 複雑化する市民ニーズにきめ細かく 対応するためには、 より 多く

の市民の声をまちづく り に反映さ せていく 必要があり ます。 また、 市民や団体、 行政等が

それぞれの役割を認識し 、 協働によるまちづく り をより 一層進めていく 必要があり ます。

◦ 市民参加の推進のため、 審議会等の市民委員募集における無作為抽出方式の導入や市民モ

ニタ ー制度の運用等を行っ ています。 し かし ながら 、 委員の固定化や高齢化と いっ た課題

があるこ と から 、 市民参加によるまちづく り への関心を高めていく こ と が必要です。

◦ 市民協働事業提案制度については、 近年、 採択件数が伸び悩んでいる状況にあり ます。 市

民協働によるまちづく り をより 一層進めていく ためにも 、 その意義や効果について、 市民

や団体等と 行政の共通認識のも と で取り 組んでいく 必要があり ます。

◦ 平成28（ 2016）年度に開設し た市民活動支援セン タ ー（ こ まえく ぼ１ ２ ３ ４ ）については、

市民活動に関する市民や団体等の相談対応、 活動支援、 情報収集・ 発信等を行っ ています。

センタ ーの認知度や利用者数も 一定程度伸びてきていますが、センタ ーの機能を充実さ せ、

市民や団体等の活動をより 一層支援し ていく 必要があり ます。
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第３ 章　 前期基本計画

■ 施策の方向性

★方向性１ まちづく り に参加し やすい仕組みづく り

◦ こ れまでまちづく り に関わるこ と のなかっ た市民に対し て、 市政に関心を持っ ても ら

う ためのきっ かけづく り や、 幅広い年齢層が市民参加でき る仕組みづく り を推進し て

いきます。 特に、 こ れまで参加率の低かっ た若年世代や、 育児等で参加が難し い子育

て世代の意見を捉え、 まちづく り に反映さ せていき ます。

方向性２ 協働の裾野の拡大

◦ より 効果的な市民協働の推進を図っ ていく ためには、 市民や団体等と 行政がそれぞれ

の強みと 弱みを理解し 合い、 その強みを最大限に活かし て協力し ていく こ と が重要で

す。 協働の裾野を更に広げていく ため、 コ ンパク ト である地域特性を活かし 、 様々な

市民や団体等が活動し やすい仕組みづく り を推進し ていき ます。

◦ 市民協働に対する理解を深め、 意識を醸成する取組を行っ ていく こ と で、 協働の推進

の核と なるよう な市民・ 職員を育成し ていき ます。

参加と 協働市民フ ォ ーラ ム「 狛江☆サミ ッ ト 」
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３ 　 各論

★方向性３  市民活動支援センタ ー（ こ まえく ぼ1234）を中心と し た市民活動の活性化

◦ セン タ ーのPRを 工夫し ていく 等、 こ れまでセン タ ーを 利用し たこ と のない市民も 含

めて、 気軽に集う こ と ができるセンタ ーと するこ と で、 市民活動の拠点と し ての機能

を発揮し ていきます。

◦ センタ ーを中心に、 様々な手段や機会を通じ た新たな担い手の掘り 起こ し を推進し て

いく こ と で、 地域における多様な分野での市民活動につなげていきます。

市民活動支援センタ ー（ こ まえく ぼ１ ２ ３ ４ ）
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